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ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 絶縁電源 15EFLｼﾘｰｽﾞの使用方法について 
 

はじめに 

 

15EFLｼﾘｰｽﾞ電源は入出力間を15kVまで絶縁する機能を備えています。この電源は絶縁された12V

或いは24Vのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ電力源を備えた低電圧DC-DCｺﾝﾊﾞｰﾀです。また15EFLは入出力回路間のｱﾅﾛ

ｸﾞ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信を備えています。この通信は16bitの解像度で優れた直線性、安定性、低温度変動

を備えたﾃﾞｼﾞﾀﾙ処理となります。 

 

15EFLは15FLの全ての機能に更なる機能を追加した製品となります。15EFLは“ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ”や

“ﾊｰﾌｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ”機能をｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙに追加しております。 

 

ﾋﾟﾝ機能（ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側） 

1列目(標準,－I/Oｵﾌﾟｼｮﾝ) 

1番ﾋﾟﾝ  –  入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ：このﾋﾟﾝは入力電源ﾘﾀｰﾝとして使用します。入力電源ﾘﾀｰﾝ電流は

ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ接続経由で流さないで下さい。入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞは内部接続されており

ます。これらのｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ間の電気的な接続はありません。 

2番ﾋﾟﾝ  –  正極入力電源：15FL電源の入力電圧は公称12Vdc又は24Vdcのどちらかになります。入

力電圧の許容に関してはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

3番ﾋﾟﾝ  –  低電圧電源 ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ：電圧が0V~0.8Vで15FL電源はﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになります。

電圧が3.2V～5Vでｲﾈｰﾌﾞﾙとなります。このﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝの場合、電源はｲﾈｰﾌﾞﾙ状態のﾃﾞﾌｫﾙﾄとなり

ます。ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝを接地するとﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになります。入力特性はPNPﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのﾍﾞｰｽを

駆動する1kΩ抵抗として構成することができます。 

4番ﾋﾟﾝ  –  TTLｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙ：TTLｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙは基準接地回路とﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ回路間のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸです。一

般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源のｲﾈｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝを駆動する為に使用されます。ﾃﾞｼﾞﾀ出力ﾘﾝｸはﾌﾛｰﾃｨﾝ

ｸﾞ側の11番ﾋﾟﾝとなります。またこのﾛｼﾞｯｸﾁｬﾝﾈﾙはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗの通信用として使用するこ

とができます。入力に対する閾値は0V~0.8Vで”Low”,2.4V~5.0Vで”High”となります。ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸは

反転され10kΩにてﾌﾟﾙｱｯﾌﾟします 

注：ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻｰ適切の始動の為に、低電圧ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（3番ﾋﾟﾝ）とTTLｱｯﾌﾟ入力はｵｰﾌﾟﾝｺﾚ

ｸﾀや10kΩ以上ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗にて作動されなければなりません。 

5番ﾋﾟﾝ  –  ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ：ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞと電源入力ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で接続されております。この

ﾋﾟﾝは全てのｱﾅﾛｸﾞ信号に対する基準として使用されます。入力電源電流がこのﾋﾟﾝ通して流れたな

らば、ｵﾌｾｯﾄが発生し精度が低下します。 

6番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.1：このﾋﾟﾝとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ間で24V入力製品では0V~+10V信号、12V

入力製品では0V~+5V信号が15FL電源の絶縁側でﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ(ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ 12番ﾋﾟﾝ)を基準

として0V~+10V又は0V~+5V (ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ 13番ﾋﾟﾝ)として出力します。ｱﾅﾛｸﾞｼｸﾞﾅﾙ入力と出力間には

直接電気的な接続はありません。この機能は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源の外部制御に使用

されます。 
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７番ﾋﾟﾝ  –  +5Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ出力：+5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧は464Ωの抵抗を介して外部使用として用意さ

れております。 

 

2列目  

8番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.1 出力(+)：これはｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ通信ﾁｬﾝﾈﾙの1系統の出力です。この入

力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾋﾟﾝ上で、ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ No.1上に24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品で

は0V~+5V信号が5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準としてこのﾋﾟﾝにて0V~+10V又は0V~+5V信号を出力

します。 

9番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙNo. 1 出力(-)：このﾋﾟﾝは8番ﾋﾟﾝの電圧に合わせて用意されております。

24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品では0V~+5V信号が8番ﾋﾟﾝの電圧に対応し、反転し

た電圧として5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準にこのﾋﾟﾝにて0V~-10V又は0V~-5V信号を出力します。 

10番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ No.2 出力(+)：これはｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ通信ﾁｬﾝﾈﾙの1系統の出力です。この

入力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾋﾟﾝ上で、ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ No.2上に24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品

では0V~+5V信号が5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準としてこのﾋﾟﾝにて0V~+10V又は0V~+5V信号を出

力します。 

11番ﾋﾟﾝ  –  ｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙNo. 2 出力(-)：このﾋﾟﾝは10番ﾋﾟﾝの電圧に合わせて用意されておりま

す。24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品では0V~+5V信号が10番ﾋﾟﾝの電圧に対応し、

反転した電圧として5番ﾋﾟﾝのｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準にこのﾋﾟﾝにて0V~-10V又は0V~-5V信号を出力し

ます。 

12番ﾋﾟﾝ –  ｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.1：このﾋﾟﾝとｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ間で24V入力製品では0V~+10V信号、

12V入力製品では0V~+5V信号が15FL電源の絶縁側でﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ(ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ 12番ﾋﾟﾝ)を基

準として0V~+10V又は0V~+5V (ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ 6番ﾋﾟﾝ)として出力します。ｱﾅﾛｸﾞｼｸﾞﾅﾙ入力と出力間に

は直接電気的な接続はありません。この機能は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源の外部制御に使

用されます。 

13番ﾋﾟﾝ –  ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ：－EFLｼﾘｰｽﾞは基準接地とﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ間にて解像度16bitのｱﾅﾛｸﾞ通信

としてﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸを使用しています。ﾉｲｽﾞやｱﾅﾛｸﾞ出力の変化に敏感なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞは

DAC出力をﾗｯﾁし、ﾋﾞｯﾄ飛びを防ぐ為に使用されます。1/2ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞはｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙをﾗｯﾁし、ﾌﾙｸﾜｲｴ

ｯﾄﾓｰﾄﾞはｱｯﾌﾟとﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙの両方をﾗｯﾁします。通常ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｯﾌﾟとﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙﾘﾝｸはｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ状態

に関わらず動作します。ﾓｰﾄﾞﾋﾟﾝは内部に20kΩﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗を持ち、このﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝにてﾃﾞﾌｫﾙﾄ状

態の動作となります。閾値は下記となります。 

通常動作: 0V ～0.8V 

ﾌﾙｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ: 3.0V ～ 5.6V  

1/2ｸﾜｲｴｯﾄﾓｰﾄﾞ: -9.0V ～ -4.0V 

14番ﾋﾟﾝ  –  TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ出力：このﾋﾟﾝはTTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙの出力です。論理回路は反転されます。 

0～0.55VでLow、3.8V～5.0VでHighとなります。このﾋﾟﾝは最大3mAｼﾝｸ、1mAｿｰｽとなります。 
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ﾋﾟﾝ機能（ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ側） 

1列目： 

8番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ：このﾋﾟﾝはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力電圧に対するﾘﾀｰﾝとして使用します。こ

のﾋﾟﾝはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞに内部で接続されています。これらのｸﾞﾗﾝﾄﾞは基準接地側とは電気

的接続はありません。 

9番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力電圧(+12V又は+24V)：これは15FL DC/DCｺﾝﾊﾞｰﾀの主出力電圧です。こ

の出力電圧は一般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ高圧電源またはﾌｨﾗﾒﾝﾄ電源への主電源入力として使用されます。

入力電源ﾘﾀｰﾝは8番ﾋﾟﾝを使用します。 

10番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ -15V出力：これは低電流、-15V固定出力です。この電圧は一般的にｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ

の負極入力や他のｱﾅﾛｸﾞ回路として使用されます。最大電流や電圧許容はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

 

 

11番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞTTLｱｯﾌﾟ出力：このﾋﾟﾝはTTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙの出力です。論理回路は反転されま

す。 内部抵抗1kΩのｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀでの出力は+5Vでﾌﾟﾙｱｯﾌﾟします。最大通信速度はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下

さい。 

12番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ：ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ電源入力ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で

接続されております。このﾋﾟﾝは全てのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞ信号に対する基準として使用されます。入

力電源電流がこのﾋﾟﾝ通して流れたならば、ｵﾌｾｯﾄが発生し精度が低下します。 

13番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.1：これはｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟ通信ﾁｬﾝﾈﾙ出力No.1です。入力は基準

接地側となります。基準接地側6番ﾋﾟﾝに対して24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品で

は0V~+5V信号は12番ﾋﾟﾝのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準に0V~+10V, 0V~+5V信号を出力します。 

14番ﾋﾟﾝ  –  +5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ出力：+5.1Vdcﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧が外部使用として用意されております。電流

量はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

1番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(+) 入力No.1：このﾋﾟﾝは差動ｱﾝﾌﾟの非反転入力です。入力1(-)と入

力1(+)間への24V入力製品では0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vは基準接地側の8番,9番ﾋﾟﾝに

0V~+10V, 0V~+5Vを出力します。 

2番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(-) 入力No.1：これは1番ﾋﾟﾝを基準とした差動ｱﾝﾌﾟの反転入力です。 

3番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(+) 入力No.2 (-R/Bｵﾌﾟｼｮﾝ)：このﾋﾟﾝは差動ｱﾝﾌﾟの非反転入力です。

入力2(-)と入力2(+)間への24V入力製品では0V~+10V、12V入力製品では0V~+5Vは基準接地側の10

番,11番ﾋﾟﾝに0V~+10V, 0V~+5Vを出力します。 

4番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞﾀﾞｳﾝ(-) 入力No.2 ：これは3番ﾋﾟﾝを基準とした差動ｱﾝﾌﾟの反転入力です。 

5 番ﾋﾟﾝ –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ +15V 出力：これは低電流、+15V 固定出力です。この電圧は一般的にｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ

の負極入力や他のｱﾅﾛｸﾞ回路として使用されます。最大電流や電圧許容はﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

6番ﾋﾟﾝ  –  ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟﾁｬﾝﾈﾙNo.2：これはｱﾅﾛｸﾞｱｯﾌﾟ通信ﾁｬﾝﾈﾙ出力No.2です。入力は基準

接地側となります。基準接地側6番ﾋﾟﾝに対して24V入力製品では0V~+10V信号、12V入力製品で 

は0V~+5V信号は12番ﾋﾟﾝのﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを基準に0V~+10V, 0V~+5V信号を出力します。 
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7番ﾋﾟﾝ  –  TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙ： TTLﾀﾞｳﾝﾁｬﾝﾈﾙは基準接地回路とﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ回路間のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸです。一

般的にﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞされた高圧電源のｲﾈｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝを駆動する為に使用されます。ﾃﾞｼﾞﾀ出力ﾘﾝｸはﾌﾛｰﾃｨﾝ

ｸﾞ側の14番ﾋﾟﾝとなります。またこのﾛｼﾞｯｸﾁｬﾝﾈﾙはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗの通信用として使用するこ 

 

とができます。入力に対する閾値は0V~0.8Vで”Low”,2.4V~5.0Vで”High”となります。ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸは

反転され10kΩにてﾌﾟﾙｱｯﾌﾟします 

注：ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻｰ適切の始動の為に、低電圧ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（3番ﾋﾟﾝ）とTTLｱｯﾌﾟ入力はｵｰﾌﾟﾝｺﾚ

ｸﾀや10kΩ以上ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗にて作動されなければなりません。 

  

 

 

 

 


